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液体ヘリウムで冷却された低温サファイア発振器を、冷凍機と振動抑制クライオスタットを用

いたものに改造し、周波数安定度を評価した。 

低温サファイア発振器は最も短期安定度に優れた発振器であるが、定期的な液体ヘリウムの補

充のたびに動作を中断する必要があり、一次周波数標準器の評価には不都合である。また、液体

ヘリウムの世界的な供給不足などの問題により維持も困難となりつつある。これらの問題を解決

するために、西オーストラリア大学では振動抑制冷凍機を用いた低温サファイア発振器を開発し、

液体ヘリウムで冷却した低温サファイア発振器よりも優れた安定度を達成した[1]。 

産総研では液体ヘリウム冷却方式の低温サファイア発振器を２台維持しているが[2]、そのうち

の１台をパルス管冷凍機を用いた冷却方式に改造し、周波数安定度の評価を行った。図１に示す

ように、短期安定度については液体ヘリウムで冷却された低温サファイア発振器を、また中長期

の安定度については水素メーザーに同期されたマイクロ波シンセサイザーを参照発振器として周

波数安定度を評価した。まだ予備的評価ではあるが、西オーストラリア大学のものと比較して１

桁程度周波数安定度が劣っている。 

 

図１．冷凍機方式低温サファイア発振器の周波数安定度 
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